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Ⅰ 研究開発の概要 
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令和３年度 研究開発実施計画書 

 

 

１ 事業の実施期間 

       令和３年４月１日（契約締結日）～ 令和４年３月３１日 

 

２ 指定校名・類型 

学校名  神奈川県立山北高等学校 

学校長名  岩本 明子 

類型  地域魅力化型 

 

３ 研究開発名 

未病・防災～高齢者比率４割の町で高校生が挑む少子高齢化 

 

４ 研究開発概要 

教育課程の中心に総合的な探究の時間を中心として据え、地域課題に係る問題解決学習に取

り組む。探究の手法を学び、コンソーシアムの協力を得ながら地域課題を探究し、検討した課

題解決方法を自治体に提案、実現を目指すことにより、地域人材の育成を図る。 

また、学校設定教科・科目を設置し、外部機関と連携を図る教育を展開する。 

 

５ 学校設定教科・科目の開設，教育課程の特例の活用の有無 

 ・学校設定教科・科目   開設している   ・    開設していない 

 ・教育課程の特例の活用  活用している   ・    活用していない 

 

６ 運営指導委員会の体制 

氏名 所属・職 備考 

石田 浩二 
山北町教育委員会 

教育長 
関係行政関係機関の長 

羽入田 眞一 
早稲田大学教育・総合科学学術院教職大学院 

客員教授 

学校教育に専門的知識を有

する者 

小村 俊平 
岡山大学 

学長特別補佐 
学識経験者 

 

７ 高等学校と地域との協働によるコンソーシアムの体制 

機関名 機関の代表者 

山北町 町長  湯川 裕司 

国立教育政策研究所教育政策・評価研究部 部長  渡辺 恵子 

有限会社小田原ドライビングスクール 社長  秋山 実 

株式会社ベネッセコーポレーション 営業本部長  吉野 隆弘 

相日防災株式会社 社長  黒澤 麻志 
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山北町観光協会 会長  佐藤 精一郎 

山北町商工会 会長  松澤 大輔 

ＪＡかながわ西湘山北支店 支店長 佐藤 克徳 

山北町都市農村交流活性化推進協議会 会長  山田 肇 

総合型地域スポーツクラブ松田ゆいスポーツクラブ 理事長 松下 朗大 

一般社団法人南足柄みらい創りカレッジ 代表理事  樋口 邦史 

 

８ カリキュラム開発専門家、地域協働学習実施支援員 

分類 氏名 所属・職 雇用形態 

カリキュラム開発専門家 後藤 健夫 フリージャーナリスト 都度雇用 

地域協働学習実施支援員 加藤 陽一郎 
開成町教育委員会 

教育指導専門委員 
都度雇用 

地域協働学習実施支援員 高杉 光男 
山北町 

農業委員会会長 
都度雇用 

地域協働学習実施支援員 藤原 浩 
山北町都市農村活性化協議会 

事務局長 
都度雇用 

地域協働学習実施支援員 堀田 往子 

足柄上医師会足柄上地区在宅医療・介護連携セン

ター 

保健師・介護支援専門員 

都度雇用 

地域協働学習実施支援員 東海林 真純 
森のおもてなしガイド副リーダー 

看護師・森のセラピスト 
都度雇用 

地域協働学習実施支援員 草間 恵美 
山北町保険健康課 

管理栄養士（山北町食育推進計画担当） 
都度雇用 

 
 
９ 課題項目別実施期間 

業務項目 実施期間（ 契約日 ～令和４年３月 31 日） 

「総合的な探究の時

間」の活用 

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コンソーシアムにお

ける研究開発 

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

研究成果報告・事業

成果の検証 

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

 
  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

「成果指標等の作成

及び検証」 

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

○ ○ ○      ○ ○ ○ 
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専門家等アドバイザ

ーとの協働によるカ

リキュラム開発 

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

運営指導委員会の開

催による課題の整理

と事業計画の作成 

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

 
○      ○    
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【研究開発概念図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

未病・防災～高齢者比率４割の町で高校生が挑む少子高齢化 

山北町 
△ 高齢化・少子化 

△ 人口急減 

△ 東海地震 火山災

害水害 土砂災害 

「地震防災対策 強化

地域」 

県教育委員会 

〇 県立高校生学習活動

コンソーシアム(大学、

企業等74との連携) 

〇 県政策局未病施策

関連企業との連携 

近隣 

大学 

地元自治会 

地元 

こども園、保育園 

幼稚園、小・中学校 

地元企業 
総合型地域 

スポーツクラブ 

やまきた未来コンソーシアム（YMC） 

【研究目標】 

〇 高齢者とともに住民皆が健康で安全・安心な町づくり 

〇 コンソーシアムとコミュニティ・スクールを活用した地域人材育成のための教育課程（山

北スタンダード）の開発 ⇒ 地域から社会を支え、問題解決に取り組む生徒の育成 

 

山北高校 

プロジェクト推進会議 

 

学校

評価

部会 

地域連携

部会(PJ

推進部会) 

防災

安全

部会 

PTA 会長／町教育長／町防災課長 

中学校長／大学教授(３名) 

連合自治会長／小学校長 

学 校 運 営 協 議 会 
（コミュニティ・スクール） 

 
アプローチ    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

探究活動 

１学年 探究手法の習得（フィールドワーク） 

〇 総合的な探究の時間「未来探究」（SDGs を意識して） 

〇 情報スキルの習得 

〇 教科横断による地域学習 

２学年 町の課題発見、解決策の提案（フィールドワーク） 

〇 総合的な探究の時間「未来探究」 

〇 学校設定科目「未病」「地域防災」「山北」 

 

未病 
（SDGs3 健康） 

 

すべての
教科・科
目との関
連付け 

（教科横断学習） 

生徒主体の
特別活動(生
徒会活動・学
校行事)と地
域行事(防災
訓練、自治会
主催行事等)
とのコラボ 

３学年 提案実践、改善策の検討→町への政策提案 

〇 総合的な探究の時間「未来探究」 

 

ＩＣＴを
活用した
データ分
析・応用 

部活動等に
よる生徒主
体の幼保小
中との交流 

防災 
（SDGs11 まちづくり） 

運 営 指 導 委 員 会 

ＹМＣ連絡会議 
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【ロジックモデル】 

 

  


